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『？学者が雁首揃え 舟滝を登る』 

  ＝岩倉峡流下能力をめぐるトンデモない検討＝ 

’05．12.16 
自然愛・環境問題研究所 
総括研究員 浅野 隆彦 

 
 12 月 12 日、「岩倉峽（57.4ｋ）地点の流下能力について」が、第 4 回木津川上流部会に

審議資料として提出された。「岩倉峽流下能力検討会」として、8 人の河川工学系委員で構

成されたメンバーにより検討され、お墨付を頂いたかのようにまとめられている。（内、7
人が現流域委員である。） 
 
１）平成 5年以前の 21 年間にわたる観測データが切り捨てられて、何の真実があるか！？ 

 「表１観測流量表」が 3 枚示されている。平成 6 年から 15 年のたった 10 年間のデータ

のピックアップ集約分だけである。 
 私が開示させた昭和 48 年～平成 5 年迄の観測流量表の内、ラグランジュ式流速測定法（浮

子流速観測法）によるものを＜資料 A-1～＞に示した。 
 7.44ｍ水位 2,013.49 ㎥/s を頭に、128 ポイントに上る観測流量・水位があるのだ。これ

を無視する事に何の理由も根拠もなく恣意的である事は明白であろう。（流域委員会意見書

No.677『嘘の病 盲腸を迷走す』［‘05.12.6］を参照されたし。） 
 現地観測は、昭和 48 年から始まり、今年で 33 年間に及ぶ観測データを作製している。

観測データには誤差が含まれるものの、多ければ多いほど「真の流れ」が見えてくるもの

で、不等流計算のみの算出では更に大きい誤差の中で立往生しかねない。 
 観測流量表では平均流速、水位、水面勾配が実際観測されている。これらが集大成され

る中で、この河道の特性が表われてくるのである。全ての観測データを検討し直し、欠陥

検討を改めるべきだ。（切り捨てられた流量・水位をのせ、Ｈ－Ｑ曲線を私なりに求めたも

のを紹介しよう。＜資料Ｂ１～２＞） 
 
２）洪水痕跡に年月日時につなげる絶対的根拠・証明がない！？ 

 洪水は、戦後だけでも昭和 57 年ピーク流量を越えるものが、昭和 28 年 8 月、昭和 28 年

9 月を加え 7 洪水あり、最大水位洪水以外の痕跡を判別することは出来ない。それらの洪水

の各々の増・減する流量が、様々の水位で痕跡を残すのであるから、それを区別する確実

な方法は先ず無いのである。 
 不等流計算に真実味を与えようとする狙いを感じる。島ヶ原出発水位を単なる推定では

なく、根拠のあるものと見せかける事が、真の狙いであろう。 
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３）そこ迄無理をしても、狂いを感じさせる不等流計算水位連続線！？ 

 「洪水痕跡の調査結果と不等流計算結果」として、昭和 57 年、平成 2 年、平成 6 年の検

討を示している。この３つに総括して言えるのは、限界水位を下回る水位が何ヶ所も出て

くるという事である。そして、常流から射流へ遷る地点、跳水が起っていると思われる地

点で、特に洪水痕跡との食い違いが著しい事の２つである。上に述べたように「洪水痕跡」

については、その信用性は無いが、次の事を特徴的に示していると言える。 
岩倉峡は、56.8ｋ地点位からは勾配が大きく、もの凄い激流となって流れ下る渓谷であり、

流下能力の大きさについては何の心配もない河道なのである。 
不等流計算を島ヶ原から出発させる必要もない。かえって、水理遷流数ヶ所で怪しい計算

となり、上流へ確実な数値が連続しないのである。 
我々が求めているものは、「流下能力」なのだ。57ｋ地点付近のもっとも緩勾配の狭穿部を、

どの水位でどれだけ流れるのかを、実測観測データを最大限に検証し、H-Q 曲線をまとめ

上げ、それに基づき、「無害流量」、「最大流下能力」を検討する事である。 
純粋に「真の流下能力」に迫る事が、学術的に先ず為されなければならない。その上で、

上流部でどうなる？下流部でどうなる？では、それ等の改善の為に遊水地をどうしよう、

堤防をどうしよう、などの検討に入るべきであろう。 
 
「４－２ 治水計画への影響」において、真剣に「真の流量・水位」の判定に迫るよりも、

その結果の上、下流への影響を重視させ、河川管理者に「低い流下能力を選択させる」と

いう重大な反科学的後押しをしているのは、後の歴史的検証を含め、決して許されないで

あろう。 

 
４）岩倉峡（57.4ｋ）地点の横断面河積、高水位など、観測データとは何の関係もない！？ 

 岩倉（57.4ｋ）地点は、岩倉観測所第 1 断面から上流右岸で 3ｍ、左岸で 9ｍ離れた断面

で、この地点に量水標はなく、これ迄水位の記録もない。 
「表 1 観測流量表」で、いかにも水位を計ってきたように、記入されている岩倉（57.4ｋ）

水位は、最近になってネツゾウされたのではないかと推測する。水面勾配のない一回が、

下流の基準水位よりマイナスになっている事、その他は、水面勾配に完全に比例する数値

に整っている事で、実測とはとても言えない。マイナスというのも怪態であるが、きっと

3.34ｍとすべきを 3.24ｍと打ち誤ったのであろう。 
 しつこく、観測データと関係ない岩倉（57.4ｋ）を持ち出すのは、観測地点より 31cm 低

い計画高水位で、河積の小ささを反映させる事を狙っているとしか言えない。堤防高さか

ら言うと E.L138.88ｍあるので、流下能力の「無害流量」水位は（138.88─1.2＝137.68）
E.L137.68ｍと設定できる。直近の岩倉大橋々桁下端は、E.L137.88ｍであり、この付近は

地山自然流穿掘河道であり、盛り土堤防でない。 
上流部での越流・破堤がない場合、約そ、6,200 ㎥/s の流下能力（最大流下能力）をもって
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いるのが、この岩倉峽である。E.L136,59m 水位で、2,700 ㎥/s のＨ－Ｑ曲線採用の段階で、

河川管理者が計算した洪水氾濫計算書を示す。＜資料Ｃ＞ 
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